
保険者協議会の協働の取組について
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令和4年6月30日

第1回東京都保険者協議会保健活動部会
資料5-2

②東京都及び東振協が実施するイベントへの後援等について

Ⅰ. Tokyo健康ウオーク（東京都）

令和4年度は保険者協働の取組として、健康づくりや疾病予防のために、東京都のウォーキングイベント「Ｔｏｋｙｏ
健康ウオーク」への協力として、啓発メッセージを記載した資材の作成・配布を行います。

＜近年の状況＞

※令和３年度の開催概要は別添のとおり

＜令和４年度の予定＞

〇イベントの開催 令和4年11月頃にリアルウオーク（集合型）・アプリウオークで実施

〇定員 未定

〇啓発資材の配布方法 後日発送

概要

年度 イベントの開催状況 参加者数 啓発資材の配布方法 保険者協議会協力内容

令和元年度 通常開催 約1,800名 出展ブースにて配布 ウェットティッシュを作成・配布

令和２年度 中止 － －
ウェットティッシュを配布する予
定で本部会にて意見をいただい
たが、コロナの影響により作成
は見送り

令和３年度

スマートフォンアプリを使用し、期間内
に所定のコースを自由にウォーキング
する形（以下「アプリウオーク」という）
で実施

約1,130名
Webでクイズ及びアン

ケートに回答した方に
後日発送（同伴者除く）

令和3年度第2回の本部会（11月16日開催）での協議の結果、今後もイベントへの協力を継続することとなりましたが、

イベントが中止した場合には啓発グッズの作成は見送ります。また、グッズ作成に2か月程度要するため、イベントの開

催予定の2か月前に開催が決定していない場合も、作成を見送ります。
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本日の協議内容

令和元年度から令和3年度まで、ウエットティッシュを後援グッズとしておりましたが、以下の2点の理由により今
年度は品質に劣化が生じない資材の中から後援グッズの選定をお願いいたします。

【理由①】
品質に劣化が生じないグッズの方が長く手元に残り、啓発資材として活用してもらえるため。

【理由②】
今後予期せぬ事態（感染症の流行や災害等）が生じてイベントが中止となった場合、翌年度に持ち越すことが
できる資材であれば在庫処分のリスクを回避できるため。

≪協議内容①≫後援グッズの種類について

昨年度は委員から「コロナ禍においてもがん検診受診の必要性を訴えかけるメッセージ」が良いのではないか
との意見をいただきましたが、感染者数が落ち着いてきており、イベント開催時の新型コロナウイルスの状況の
予測ができないため、「定期的ながん検診受診の受診勧奨を促すメッセージ」を事務局案とさせていただきました。
なお、デザイン（絵柄）については、令和3年度第1回本部会で決定したデザインをもとに事務局で調整させてい
ただきます。

≪協議内容②≫後援グッズのメッセージについて
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後援グッズの種類について、ご協議願います。 次の3案のうち、ひとつお選びください。

（サンプルのため、デザインやメッセージはイメージです）

協議内容①

物品種類 単価
（2,000個発注した場合）

①ミニハンカチ 200円

②三つ折りマスクケース（マスク1枚入り） 130円

③クリアファイル（A4サイズ） 120円

①ミニハンカチ ②三つ折りマスクケース
（マスク1枚入り）

③クリアファイル
（A4サイズ）



令和3年度第1回保健活動部会後委員調査結果をもとに、後援グッズのメッセージについてご協議願います。

※メッセージの内容は変更可能です。

※実際はウエットティッシュではなく、協議内容①で決定したグッズにプリントされます。

※デザイン（絵柄）は、令和3年度第1回本部会で決定したデザインをもとに事務局で調整させていただきます。
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案1 案2

（9票）

協議内容②

定期的ながん検診受診の受診勧奨を促すメッセージ

（1票）

事務局検討案

令和3年度第1回保健活動部会後委員調査結果 ※昨年度の委員ご意見は次ページ（5ページ）に掲載し
ております。

コロナ禍においても、
がん検診受診の必要性を訴えかけるメッセージ
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【委員ご意見（令和3年7月16日）】

≪案1≫定期的ながん検診受診の受診勧奨を促すメッセージ

・ワクチン接種が促進されており、11月配布の時期に「コロナ禍」を謳った内容にするのはどうか
と思い案1にした。現在の緊急事態宣言が出ているような状況であれば案2がよい。

≪案2≫コロナ禍においても、がん検診受診の必要性を訴えかけるメッセージ

・このご時世、コロナという文字は目に留まると思うので、案2が良いと思う。
コロナ禍で全員がマスクや手指消毒などの基本的な感染対策、医療（健診）機関でも感染防止策を

施しているため、コロナを恐れずに安心して受けてもらうようなメッセージにするのも良いのではな
いか。
例：「日本人の2人に1人はがんにかかっています」を「健診機関の感染防止は万全です」

「コロナ禍でも定期的な受診が大切です」を「コロナ禍でも安心して受けられます」
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一般社団法人東京都総合組合保健施設振興協会（東振協）が主催している『東振協いきいき健康づくり2022

（旧：東振協健康フェスティバル）』において、毎年度協賛事業として、開催案内及びチラシに協賛団体として名入れ

を行っています。

令和4年度も同様に協賛を行います。なお、名入れについては東振協が行うため、保険者協議会で費用は発生

しません。

Ⅱ. 東振協いきいき健康づくり2022（東振協）

【実施期間】

令和４年１０月１日から１１月３０日まで（２か月間）

【実施体制】

主 催 ： 一般社団法人東京都総合組合保健施設振興協会

協 賛 ： 東京都総合健康保険組合協議会、東京都保険者協議会、健康保険組合連合会

【開催内容】

ウォークラリー(５会場)・スマホスタンプラリー(3コース)・千葉真子Enjoyラン(2会場)・秋空ヨガ(2日)・健康づくりレッスン

（オンライン）

イベントの概要（現時点での予定）


